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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】厚さ方向に積層された複数の吸収性物品を収容
した収容体において、使用者が吸収性物品を個別に取り
出し易い吸収性物品の収容体を提供する。
【解決手段】収容体は、吸収性物品が厚み方向に積層さ
れた積層体１５を収容する。積層体は、積層方向におい
て順に並んで配置された第１吸収性物品１０Ａ、第２吸
収性物品１０Ｂ、及び第３吸収性物品１０Ｃを有する。
吸収性物品の第１物品表面１１Ａと収容体の第１収容側
面２２Ａとがなす角度は、第１吸収性物品、第２吸収性
物品、及び第３吸収性物品のいずれにおいても垂直でな
い。第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向か
う方向は、第１吸収性物品、第２吸収性物品、及び第３
吸収性物品のいずれにおいても、第１積層方向Ｓ１と第
２積層方向Ｓ２の一方である同一方向に延びている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１物品表面及び第２物品表面と、第１物品表面と第２物品表面の間に位置する四つの
物品側部と、を有する吸収性物品と、
　前記吸収性物品の厚さ方向で複数の前記吸収性物品が積層された積層体を収容する収容
袋と、
　前記吸収性物品が積層された方向であって、第１積層方向と前記第１積層方向と反対側
の第２積層方向に延びる積層方向と、を有する、吸収性物品の収容体であって、
　前記物品側部は、互いに対向して配置される第１物品側部及び第２物品側部を有し、
　前記収容袋は、前記第１物品側部に対向して配置される第１収容側面を有し、
　前記積層体は、積層方向において順に並んで配置された第１吸収性物品、第２吸収性物
品、及び第３吸収性物品を有し、
　前記第１吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収容側面とがなす角度を第１角度、
前記第２吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収容側面とがなす角度を第２角度、及
び前記第３吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収容側面とがなす角度を第３角度と
すると、
　前記第１角度、前記第２角度、及び第３角度は、垂直でなく、
　前記第１吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう方向、前
記第２吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう方向、及び前
記第３吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう方向は、いず
れも前記第１積層方向と前記第２積層方向のうち一方である同一方向に延びている、吸収
性物品の収容体。
【請求項２】
　前記第１角度は、前記第２角度よりも大きく、前記第２角度は、前記第３角度よりも大
きい、請求項１に記載の吸収性物品の収容体。
【請求項３】
　前記第１収容側面には、前記吸収性物品を出し入れする開口を形成するための開口形成
部が設けられている、請求項１又は請求項２に記載の吸収性物品の収容体。
【請求項４】
　前記収容袋は、前記第１物品表面及び第２物品表面のそれぞれと対向して配置される一
対の収容表面を有し、
　前記一対の収容表面のいずれかの収容表面には、前記吸収性物品を出し入れする開口を
形成するための開口形成部が設けられている、請求項１又は請求項２に記載の吸収性物品
の収容体。
【請求項５】
　前記第１収容側面には、前記積層方向に沿って延びる透明又は半透明の窓部が設けられ
ている、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の吸収性物品の収容体。
【請求項６】
　前記収容袋は、前記第１物品表面及び第２物品表面のそれぞれと対向して配置される一
対の収容表面を有し、
　前記一対の収容表面のいずれかの収容表面は、前記収容体が陳列された状態で底面に位
置する収容底面を構成する、請求項１から請求項５のいずれか1項に記載の吸収性物品の
収容体。
【請求項７】
　前記収容袋は、前記第１収容側面と対向して配置された第２収容側面を有し、
　前記積層体は、前記第１収容側面側に配置された第１積層体と、前記第２収容側面側に
配置された第２積層体と、を有し、
　前記第１積層体の前記第１物品側部及び前記第２積層体の前記第１物品側部は、第１収
容側面に対向して配置され、
　前記第１積層体の前記第２物品側部及び前記第２積層体の前記第２物品側部は、第２収
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容側面に対向して配置され、
　前記第１積層体の前記第２物品側部と前記第２積層体の前記第１物品側部は、当接して
いる、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の吸収性物品の収容体。
【請求項８】
　前記収容袋は、前記第１収容側面と対向して配置された第２収容側面を有し、
　前記積層体は、前記第１収容側面側に配置された第１積層体と、前記第２収容側面側に
配置された第２積層体と、を有し、
　前記第１積層体の前記第１物品側部及び前記第２積層体の前記第１物品側部は、第１収
容側面に対向して配置され、
　前記第１積層体の前記第２物品側部及び前記第２積層体の前記第２物品側部は、第２収
容側面に対向して配置され、
　前記第１積層体において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう方向は、前記
第１積層方向に延びており、
　前記第２積層体において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう方向は、前記
第２積層方向に延びている、請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の吸収性物品の
収容体。
【請求項９】
　前記収容袋は、前記第１物品表面及び第２物品表面のそれぞれと対向して配置される一
対の収容表面を有し、
　前記第１積層方向側に位置する前記収容表面は、前記収容体が陳列された状態で底面に
位置する収容底面を構成する、請求項８に記載の吸収性物品の収容体。
【請求項１０】
　前記収容袋は、第１収容側面と、前記第１収容側面と対向して配置された第２収容側面
と、を有し、
　前記積層体は、前記第１収容側面側に配置された第１積層体と、前記第２収容側面側に
配置された第２積層体と、を有し、
　前記第１積層体の前記第１物品側部及び前記第２積層体の前記第１物品側部は、第１収
容側面に対向して配置され、
　前記第１積層体の前記第２物品側部及び前記第２積層体の前記第２物品側部は、第２収
容側面に対向して配置され、
　前記第１積層体において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう方向は、前記
第１積層方向に延びており、
　前記第２積層体において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう方向は、前記
第１積層方向に延びている、請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の吸収性物品の
収容体。
【請求項１１】
　前記収容体は、前記収容袋を構成する収容シート同士が接合された収容接合部を有し、
　前記収容接合部は、前記第１収容側面から前記第２収容側面に向かって延びている、請
求項８から請求項１０のいずれか１項に記載の吸収性物品の収容体。
【請求項１２】
　前記吸収性物品は、物品本体と、前記物品本体を個別に包装する包装シートと、を有し
、
　前記包装シートは、前記物品本体よりも前記物品側部側に延出した延出部を有しており
、
　前記第１積層体における前記延出部は、前記物品本体よりも前記第２収容側面側に延出
しており、
　前記第２積層体における前記延出部は、前記第１収容側面側に延出している、請求項８
から請求項１１のいずれか１項に記載の吸収性物品の収容体。
【請求項１３】
　前記吸収性物品は、物品本体と、前記物品本体を個別に包装する包装シートと、を有し
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、
　前記包装シートは、前記物品本体よりも前記物品側部側に延出した延出部を有しており
、
　前記第１吸収性物品の前記延出部、前記第２吸収性物品の前記延出部、及び前記第３吸
収性物品の前記延出部は、いずれも前記第１積層方向と前記第２積層方向のうち一方に延
びている、請求項１から請求項１２のいずれか１項に記載の吸収性物品の収容体。
【請求項１４】
　前記吸収性物品は、物品本体と、前記物品本体を個別に包装する包装シートと、を有し
、
　前記包装シートは、不織布又は織布からなるベース層と、前記ベース層の前記物品本体
側の面のみに設けられた印刷層と、を有する、請求項１から請求項１３のいずれか１項に
記載の吸収性物品の収容体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性物品を複数収容した吸収性物品の収容体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の吸収性物品を収容した収容体が提供されている。特許文献１及び特許文献２の収
容体は、厚さ方向に積層された複数の吸収性物品を包装シートによって収容している。収
容体の包装シートは、吸収性物品の取り出し開口を形成するための切断線が形成されてい
る（特許文献１の脆弱線１９、特許文献２の切断線１４ａ）。使用者は、使用時に切断線
を切断して開口を形成し、当該開口を介して吸収性物品を取り出して使用する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００４－５３７４７４号公報
【特許文献２】特開２００６－２９０３５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１及び特許文献２の開口は、吸収性物品の側部に対向する面に形成されており
、複数の吸収性物品に対向している。よって、使用者は、開口が形成された面から視認し
、開口を介して複数の吸収性物品のいずれかを選択して取り出す。このとき、吸収性物品
の側部と開口が形成された面とがなす角度が垂直であるため、使用者は、開口が形成され
た面から視認した際に吸収性物品の側部のみしか視認できないことがある。吸収性物品の
側部は、吸収性物品の表面と比較してその面積が小さく、使用者が側部を視認し難いこと
があったり、使用者が側部の境界を把握できず、吸収性物品を掴み難いことがあったりし
た。そのため、使用者が吸収性物品を個別に取り出し難いことがあった。
【０００５】
　そこで、厚さ方向に積層された複数の吸収性物品を収容した収容体において、使用者が
吸収性物品を個別に取り出し易い吸収性物品の収容体が望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様に係る吸収性物品の収容体は、第１物品表面及び第２物品表面と、四つの物品側
部と、を有する吸収性物品と、前記吸収性物品の厚さ方向で複数の前記吸収性物品が積層
された積層体を収容する収容袋と、前記吸収性物品が積層された方向であって、第１積層
方向と前記第１積層方向と反対側の第２積層方向に延びる積層方向と、を有する、吸収性
物品の収容体であって、前記物品側部は、互いに対向して配置される第１物品側部及び第
２物品側部を有し、前記収容袋は、第１物品側部に対向して配置される第１収容側面を有
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し、前記積層体は、積層方向において順に並んで配置された第１吸収性物品、第２吸収性
物品、及び第３吸収性物品を有し、前記第１吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収
容側面とがなす角度を第１角度、前記第２吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収容
側面とがなす角度を第２角度、及び前記第３吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収
容側面とがなす角度を第３角度とすると、前記第１角度、前記第２角度、及び第３角度は
、垂直でなく、前記第１吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向
かう方向、前記第２吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう
方向、及び前記第３吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう
方向は、いずれも前記第１積層方向と前記第２積層方向の一方である同一方向に延びてい
る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施形態に係る吸収性物品の収容体の斜視図である。
【図２】図１に示す吸収性物品の収容体の第１収容側面側の側面図である。
【図３】図１に示す吸収性物品の収容体のＡ－Ａ断面に沿った断面図である。
【図４】吸収性物品の展開状態の平面図である。
【図５】吸収性物品の包装状態の斜視図である。
【図６】包装シートの断面を模式的に示した図である。
【図７】変形例１に係る収容体を模式的に示した斜視図である。
【図８】変形例１に係る収容体を模式的に示した正面図である。
【図９】変形例２に係る収容体を模式的に示した斜視図である。
【図１０】変形例３に係る収容体を模式的に示した斜視図である。
【図１１】変形例４に係る収容体を模式的に示した斜視図である。
【図１２】変形例５に係る収容体を模式的に示した図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　（１）実施形態の概要
　本明細書及び添付図面の記載により、少なくとも以下の事項が明らかとなる。
　一態様に係る吸収性物品の収容体は、第１物品表面及び第２物品表面と、四つの物品側
部と、を有する吸収性物品と、前記吸収性物品の厚さ方向で複数の前記吸収性物品が積層
された積層体を収容する収容袋と、前記吸収性物品が積層された方向であって、第１積層
方向と前記第１積層方向と反対側の第２積層方向に延びる積層方向と、を有する、吸収性
物品の収容体であって、前記物品側部は、互いに対向して配置される第１物品側部及び第
２物品側部を有し、前記収容袋は、第１物品側部に対向して配置される第１収容側面を有
し、前記積層体は、積層方向において順に並んで配置された第１吸収性物品、第２吸収性
物品、及び第３吸収性物品を有し、前記第１吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収
容側面とがなす角度を第１角度、前記第２吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収容
側面とがなす角度を第２角度、及び前記第３吸収性物品の前記第１物品表面と前記第１収
容側面とがなす角度を第３角度とすると、前記第１角度、前記第２角度、及び第３角度は
、垂直でなく、前記第１吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向
かう方向、前記第２吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう
方向、及び前記第３吸収性物品において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう
方向は、いずれも前記第１積層方向と前記第２積層方向の一方である同一方向に延びてい
る。
【０００９】
　第１物品表面と第１収容側面とがなす角度が垂直でないため、使用者は、第１収容側面
から各吸収性物品を視認した際に第１物品側部のみならず、物品表面を視認できる。また
、第１吸収性物品、第２吸収性物品、及び第３吸収性物品は、積層方向に沿った同一方向
に傾斜しており、第１収容側面から各吸収性物品を視認した際に、各吸収性物品の物品側
部及び物品表面が交互に配置される。使用者は、吸収性物品の境界を把握し易くなり、個
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々の吸収性物品を把握し、取り出し易くなる。
【００１０】
　好ましい一態様によれば、前記第１角度は、前記第２角度よりも大きく、前記第２角度
は、前記第３角度よりも大きい。
【００１１】
　吸収性物品毎に第１収容側面に対する角度が徐々に変化している。よって、使用者は、
吸収性物品の境界を把握し易くなり、個々の吸収性物品を取り出し易くなる。
【００１２】
　好ましい一態様によれば、前記第１収容側面には、前記吸収性物品を出し入れする開口
を形成するための開口形成部が設けられている。
【００１３】
　使用者は、第１収容側面に形成された開口を介して、第１物品側部側から吸収性物品同
士の間に指を入れて、吸収性物品を掴んで取り出すことができる。このとき、第１物品側
部と物品表面の両方が第１収容側面に対向して配置されており、隣接する吸収性物品の第
１物品側部間に隙間が形成される。よって、使用者は、吸収性物品の境界に指を入れやす
くなり、吸収性物品を取り出し易い。
【００１４】
　好ましい一態様によれば、前記収容袋は、前記第１物品表面及び第２物品表面のそれぞ
れと対向して配置される一対の収容表面を有し、前記一対の収容表面のいずれかの収容表
面には、前記吸収性物品を出し入れする開口を形成するための開口形成部が設けられてい
る。
【００１５】
　使用者は、収容表面に開口を形成し、物品表面側から吸収性物品を掴んで取り出すこと
ができる。このとき、吸収性物品が傾斜しており、収容表面と物品表面が平行でない。よ
って、収容表面側に物品側部が向くように配置され、使用者は、物品側部を掴んで、吸収
性物品を容易に取り出すことができる。
【００１６】
　好ましい一態様によれば、前記第１収容側面には、前記積層方向に沿って延びる透明又
は半透明の窓部が設けられている。
【００１７】
　使用者は、収容側面に形成された窓部を介して吸収性物品の物品側部及び物品表面の両
方を視認することができる。使用者は、吸収性物品の境界を把握し、収容体の外側から吸
収性物品の収容状況を容易に把握できる。
【００１８】
　好ましい一態様によれば、前記収容袋は、前記第１物品表面及び第２物品表面のそれぞ
れと対向して配置される一対の収容表面を有し、前記一対の収容表面のいずれかの収容表
面は、前記収容体が陳列された状態で底面に位置する収容底面を構成する。
【００１９】
　吸収性物品は、収容袋内で厚さ方向に積層されており、物品表面同士が当接している。
収容底面に物品表面が対向して配置されているため、物品表面にせん断方向の力がかかり
難く、収容袋内での吸収性物品の位置がずれ難くなる。収容側面に対する吸収性物品の角
度を維持し、使用者が吸収性物品を個別に取り出し易い状態を維持し易い。
【００２０】
　好ましい一態様によれば、前記収容袋は、前記第１収容側面と対向して配置された第２
収容側面を有し、前記積層体は、前記第１収容側面側に配置された第１積層体と、前記第
２収容側面側に配置された第２積層体と、を有し、前記第１積層体の前記第１物品側部及
び前記第２積層体の前記第１物品側部は、第１収容側面に対向して配置され、前記第１積
層体の前記第２物品側部及び前記第２積層体の前記第２物品側部は、第２収容側面に対向
して配置され、前記第１積層体の前記第２物品側部と前記第２積層体の前記第１物品側部
は、当接している。
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【００２１】
　第１積層体の吸収性物品の物品側部と第２積層体の吸収性物品の物品側部が当接してい
るため、物品側部どうしの接触によって第１積層体の吸収性物品の位置と第２積層体の吸
収性物品の位置ずれが抑制される。よって、収容袋内での吸収性物品の位置がずれ難くな
り、収容側面に対する吸収性物品の角度を維持し、使用者が吸収性物品を個別に取り出し
易い状態を維持し易い。
【００２２】
　好ましい一態様によれば、前記収容袋は、前記第１収容側面と対向して配置された第２
収容側面を有し、前記積層体は、前記第１収容側面側に配置された第１積層体と、前記第
２収容側面側に配置された第２積層体と、を有し、前記第１積層体の前記第１物品側部及
び前記第２積層体の前記第１物品側部は、第１収容側面に対向して配置され、前記第１積
層体の前記第２物品側部及び前記第２積層体の前記第２物品側部は、第２収容側面に対向
して配置され、前記第１積層体において前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう
方向は、前記第１積層方向に延びており、前記第２積層体において前記第１物品側部から
前記第２物品側部に向かう方向は、前記第２積層方向に延びている。
【００２３】
　第１積層体と第２積層体は、積層方向において反対側に傾斜している。よって、使用者
は、第１積層体と第２積層体が別の積層体として認識し易くなり、個々の吸収性物品を取
り出しやすい。
【００２４】
　好ましい一態様によれば、前記収容袋は、前記第１物品表面及び第２物品表面のそれぞ
れと対向して配置される一対の収容表面を有し、前記第１積層方向側に位置する前記収容
表面は、前記収容体が陳列された状態で底面に位置する収容底面を構成する。
【００２５】
　第１積層体の吸収性物品と第２積層体の吸収性物品は、互いが向き合う方向に向かって
第１積層方向に延びており、第１積層体の吸収性物品が自重によってずれる方向に第２積
層体の吸収性物品が配置されている。よって、第１積層体の吸収性物品と第２積層体の吸
収性物品が協働して位置ずれを抑制でき、収容袋内における吸収性物品の角度を維持し、
使用者が吸収性物品を個別に取り出し易い状態を維持し易い。
【００２６】
　好ましい一態様によれば、前記収容袋は、第１収容側面と、前記第１収容側面と対向し
て配置された第２収容側面と、を有し、前記積層体は、前記第１収容側面側に配置された
第１積層体と、前記第２収容側面側に配置された第２積層体と、を有し、前記第１積層体
の前記第１物品側部及び前記第２積層体の前記第１物品側部は、第１収容側面に対向して
配置され、前記第１積層体の前記第２物品側部及び前記第２積層体の前記第２物品側部は
、第２収容側面に対向して配置され、前記第１積層体において前記第１物品側部から前記
第２物品側部に向かう方向は、前記第１積層方向に延びており、前記第２積層体において
前記第１物品側部から前記第２物品側部に向かう方向は、前記第１積層方向に延びている
。
【００２７】
　第１積層体と第２積層体は、積層方向において同一方向に傾斜している。よって、第１
積層体と第２積層体は、いずれも第１収容物品側又は第２収容物品側に向かって同一方向
に延びる。使用者は、第１収容物品側又は第２収容物品側から両方の積層体の吸収性物品
を取り出し易くなる。
【００２８】
　好ましい一態様によれば、前記収容体は、前記収容袋を構成する収容シート同士が接合
された収容接合部を有し、前記収容接合部は、前記第１収容側面から前記第２収容側面に
向かって延びている。
【００２９】
　収容接合部は、収容シート同士が接合された部分であり、収容袋において剛性が高い領
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域である。収容接合部が第１収容側面から第２収容側面に向かって延びているため、第１
収容側面と第２収容側面の距離を維持し易い。第１積層体の吸収性物品と第２積層体の吸
収性物品の物品表面に沿った方向の位置ずれを抑制し、第１積層体の吸収性物品と第１収
容側面とがなす角度及び第２積層体の吸収性物品と第２収容側面とがなす角度を維持し易
くなる。
【００３０】
　好ましい一態様によれば、前記吸収性物品は、物品本体と、前記物品本体を個別に包装
する包装シートと、を有し、前記包装シートは、前記物品本体よりも前記物品側部側に延
出した延出部を有しており、前記第１積層体における前記延出部は、前記物品本体よりも
第２収容側面側に延出しており、前記第２積層体における前記延出部は、前記第１収容側
面側に延出している。
【００３１】
　　延出部は、物品本体が配置された領域よりも剛性が低く、柔軟に変形できる。第１積
層体の延出部と第２積層体の延出部は、互いに向き合って配置され、互いに噛み合う。包
装シートの延出部同士の噛み合いによって、第１積層体の吸収性物品と第２積層体の吸収
性物品が協働して位置ずれを抑制できる。収容袋内における吸収性物品の角度を維持し、
使用者が吸収性物品を個別に取り出し易い状態を維持し易い。
【００３２】
　好ましい一態様によれば、前記吸収性物品は、物品本体と、前記物品本体を個別に包装
する包装シートと、を有し、前記包装シートは、前記物品本体よりも前記物品側部側に延
出した延出部を有しており、前記第１吸収性物品の前記延出部、前記第２吸収性物品の前
記延出部、及び前記第３吸収性物品の前記延出部は、いずれも前記第１積層方向と前記第
２積層方向の一方に延びている。
【００３３】
　延出部は、物品本体よりも延出した部分であり、物品本体よりも厚みが薄い。よって、
各吸収性物品の延出部間に隙間が形成され易く、使用者が物品側部を掴み易くなる。また
、複数の延出部が同じ方向に延びているため、延出部が積層方向においてずれた状態で順
々に配置される。使用者は、物品側部に配置された延出部によって個々の吸収性物品を掴
み易くなる。
【００３４】
　好ましい一態様によれば、前記吸収性物品は、物品本体と、前記物品本体を個別に包装
する包装シートと、を有し、前記包装シートは、不織布又は織布からなるベース層と、前
記ベース層の前記物品本体側の面のみに設けられた印刷層と、を有する。
【００３５】
　不織布からなる包装シートは、フィルムからなる包装シートと比較して表面の摩擦係数
が高い。また、印刷層が物品本体側のみに設けられているため、包装シートの外側に位置
する面の摩擦係数の低下を抑制できる。よって、包装シートの同士の位置がずれ難く、収
容袋内での吸収性物品の位置がずれ難くなる。収容側面に対する吸収性物品の角度を維持
し、使用者が吸収性物品を個別に取り出し易い状態を維持し易い。
【００３６】
　（２）吸収性物品の収容体の構成
　以下、図面を参照して、実施形態に係る吸収性物品の収容体について説明する。なお、
以下の図面の記載において、同一又は類似の部分には、同一又は類似の符号を付している
。ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率等は現実のものとは異なることに留
意すべきである。したがって、具体的な寸法等は、以下の説明を参酌して判断すべきであ
る。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれ得る。
【００３７】
　図１は、実施形態に係る吸収性物品の収容体１００の斜視図である。図２は、図１に示
す吸収性物品の収容体の第１収容側面側の側面図である。図３は、図１に示すＡ－Ａ断面
に沿った収容体の断面図である。なお、以下の説明において、吸収性物品の収容体を収容
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体１００として説明する。
【００３８】
　収容体１００は、吸収性物品１０と、収容袋２０と、を有する。収容体１００は、略直
方体であってよい。収容体１００は、後述する収容上面２５と収容底面２６を繋ぐ方向に
延びる上下方向Ｕと、後述する収容正面２７と収容背面２８を繋ぐ方向に延びる奥行方向
Ｄと、上下方向Ｕ及び奥行方向Ｄに直交する横方向Ｃと、を有してよい。
【００３９】
　吸収性物品１０は、生理用ナプキン、パンティーライナー等、体液を吸収する吸収体を
有するものであればよい。吸収性物品１０は、互いに直交する長手方向Ｌ、幅方向Ｗ及び
厚さ方向Ｔを有する。厚さ方向Ｔは、着用者の肌に対向して配置される肌対向面側と、肌
対向面側と反対側の非肌対向面側と、を有してよい。
【００４０】
　図４は、吸収性物品１０の展開状態の平面図である。図５は、吸収性物品１０の包装状
態の斜視図である。吸収性物品１０は、物品本体１と、包装シート５と、を有してよい。
物品本体１は、肌対向面側に配置された表面シート２と、非肌対向面側に配置された裏面
シート（図示せず）と、表面シート２と裏面シートの間に配置された吸収体４と、を少な
くとも有してよい。物品本体１の厚さは、一定でなく、吸収体４が配置された領域の厚さ
は、吸収体４が配置されていない領域の厚さよりも厚くてよい。
【００４１】
　包装シート５は、物品本体１を個別に包んでよい。図６は、吸収性物品の包装シート５
の断面を模式的に示した図である。包装シート５は、展開状態において物品本体１と対向
して配置される第１面５Ａと、第１面５Ａと反対側の第２面５Ｂと、を有してよい。包装
シート５は、ベース層６と、印刷層７と、を有してよい。ベース層６は、不織布又は織布
によって構成されてよい。包装シート５のベース層６が不織布又は織布によって構成され
ているため、フィルムを有する包装シートと比較して摩擦係数が高くなり易い。ベース層
６が滑り難くなり、吸収性物品１０が滑り難くなる。織布としては、ナイロン繊維の糸、
綿糸の少なくともいずれかを織ったものを例示でき、不織布としては、エアースルー不織
布、スパンボンド不織布（Ｓ）及びメルトブローン不織布（Ｍ）の複合繊維からなるＳＭ
Ｓ不織布を例示できる。
【００４２】
　印刷層７は、ベース層６の第２面５Ｂ側に配置されてなく、第１面５Ａ側のみ、すなわ
ち物品本体側のみに配置されてよい。ベース層６の第１面５Ａ側は、包装状態で吸収性物
品１０の内側に配置され、ベース層６の第２面５Ｂ側は、包装状態で吸収性物品１０の外
側に配置される。印刷層７が第１面５Ａ側のみに配置されているため、包装状態における
吸収性物品の外面が滑り難く、積層された吸収性物品同士の位置がずれ難くなる。
【００４３】
　印刷層７は、厚さ方向Ｔにおいて複数積層されていてもよい。印刷層７は、第１印刷部
７Ａと、厚さ方向Ｔにおいて第１印刷部７Ａに重なる第２印刷部７Ｂと、を有してよい。
また、印刷層７は、第１印刷部７Ａと第２印刷部７Ｂに加えて、第３印刷部を有してもよ
い。
【００４４】
　包装シート５は、図４に示す展開状態において、吸収性物品１０に厚さ方向Ｔにおいて
重なっており、図５に示す包装状態において、吸収性物品１０を内部に収容する。なお、
包装状態とは、展開状態の吸収性物品１０を幅方向に沿った折り目を基点に長手方向に折
り畳んだ状態であってもよいし、展開状態の吸収性物品１０を幅方向Ｗに沿った折り目と
長手方向Ｌに沿った折り目とを基点に折り畳んだ状態であってもよい。また、物品本体１
は、包装状態において包装シート５の外面に一部露出していてもよいし、包装シート５内
に内包され、露出してなくてもよい。また、他の形態において、物品本体１は、包装シー
ト５によって包装されなくてもよい。このような形態にあっては、吸収性物品１０は、物
品本体１のみによって構成される。
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【００４５】
　本実施の形態の吸収性物品１０は、図４に示す展開状態から、幅方向Ｗに沿った第１折
り目ＦＬ１及び第２折り目ＦＬ２を基点に長手方向Ｌに折り畳まれている。折り畳まれた
状態で、包装シート５の長手方向の端部がテープ部材８によって固定され、かつ包装シー
ト５の幅方向の端部が熱溶着等によってシールされている。これにより、図５に示す包装
状態の吸収性物品１０を得ることができる。
【００４６】
　包装シート５は、包装状態おいて物品本体１よりも延出した延出部９を有してよい。延
出部９は、吸収性物品の折り目ＦＬ１、ＦＬ２に沿う方向に物品本体１よりも延出してよ
く、後述する物品側部側に延出してよい。延出部９は、物品本体１よりも延出した部分で
あり、物品本体が配置された領域よりも、厚みが薄く、剛性が低い。包装シート５は、延
出部９において互いがシールされてよい。
【００４７】
　吸収性物品１０は、図５に示すように、一対の物品表面１１と、物品表面１１を囲む四
つの物品側部１２と、を有してよい。物品側部１２は、互いに対向して配置された第１物
品側部１２Ａ及び第２物品側部１２Ｂと、互いに対向して配置された第３物品側部１２Ｃ
及び第４物品側部１２Ｄと、を有してよい。第１物品側部１２Ａ及び第２物品側部１２Ｂ
には、延出部９が設けられてよい。
【００４８】
　包装状態の吸収性物品が収容袋２０に収容された形態にあっては、物品表面１１及び物
品側部１２は、包装状態の吸収性物品に形成された面である。他の形態において、展開状
態の吸収性物品が収容袋に収容された形態にあっては、物品表面１１及び物品側部１２は
、展開状態の吸収性物品に形成された面である。また、包装シート５によって物品本体１
が包装された吸収性物品１０にあっては、物品表面１１及び物品側部１２は、包装シート
５に形成され、包装シート５によって物品本体１が包装されていない吸収性物品にあって
は、物品表面１１及び物品側部１２は、物品本体１に形成される。
【００４９】
　一対の物品表面１１は、物品本体１の肌対向面又は非肌対向面に沿って延びる面である
。物品表面１１の面積は、物品側部１２の面積よりも大きくてよい。物品表面１１は、互
いに対向して配置される第１物品表面１１Ａ及び第２物品表面１１Ｂを有してよい。第１
物品表面１１Ａは、後述する第１積層方向Ｓ１側に位置する面である。物品側部１２は、
一対の物品表面１１間に位置する部分であり、物品本体１の厚さ方向Ｔに延びる面である
。より詳細には、物品本体１の肌対向面又は非肌対向面に対する角度が４５度以下の部分
が物品表面１１であって、物品本体１の厚さ方向Ｔに対する角度が４５未満の部分が物品
側部１２である。物品表面及び物品側部は、平滑な面であってもよいし、凹凸を有する面
であってもよいし、断面視にて湾曲した部分であってもよい。
【００５０】
　収容袋２０は、フィルムなどの収容シートによって袋状に形成されている。収容袋２０
は、吸収性物品を収容した状態で収容シート同士を接合した収容接合部２９が形成されて
いてもよい。収容接合部２９は、収容シート同士が熱溶着等によって接合された部分であ
り、収容接合部２９が形成されていない部分と比較して剛性が高い。収容袋２０は、透明
又は半透明の窓部２３を有してよい。窓部２３は、収容袋２０の少なくとも一部に、より
好適には、後述する第１収容側面２２Ａの少なくとも一部に設けられていてよい。窓部２
３は、収容袋２０の外側から内部に収容された吸収性物品１０を視認可能に構成されてい
ればよい。
【００５１】
　収容袋２０は、吸収性物品１０を出し入れするための開口を形成するための開口形成部
２４が設けられていてよい。開口形成部２４は、ミシン目のように収容袋の分断を誘導す
る構成であってもよいし、鋏等の切断手段によって使用者がシートを分断して開口を形成
する位置を示す目印であってもよい。使用者は、開口を形成することにより、開口を介し
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て吸収性物品１０を取り出すことができる。開口形成部２４は、収容側面に設けられてい
てもよいし、収容表面に設けられていてもよい。また、開口形成部２４は、収容接合部２
９に設けられていてもよいし、収容接合部２９に沿って設けられていてもよい。本実施の
形態の開口形成部２４は、ミシン目によって構成されている。開口形成部２４は、第２収
容表面２１Ｂにおいて収容接合部２９に沿って横方向Ｃに延びている。
【００５２】
　収容袋２０は、図１に示すように、一対の収容表面２１と、収容表面２１を囲む四つの
収容側面２２と、を有してよい。収容側面２２は、一対の収容表面２１の間に位置してよ
い。収容側面２２は、互いに対向して配置された第１収容側面２２Ａ及び第２収容側面２
２Ｂと、互いに対向して配置された第３収容側面２２Ｃ及び第４収容側面２２Ｄと、を有
してよい。第１収容側面２２Ａは、任意の物品側部である第１物品側部１２Ａに対向して
配置されている。第２収容側面２２Ｂは、第２物品側部１２Ｂに対向して配置され、第３
収容側面２２Ｃは、第３物品側部１２Ｃに対向して配置され、第４収容側面２２Ｄは、第
４物品側部１２Ｄに対向して配置されてよい。
【００５３】
　一対の収容表面２１は、物品表面１１に沿って延びる面であり、互いに対向して配置さ
れた第１収容表面２１Ａ及び第２収容表面２１Ｂを有してよい。第１収容表面２１Ａは、
第１物品表面１１Ａに対向して配置されており、第２収容表面２１Ｂは、第２物品表面１
１Ｂに対向して配置されている。
【００５４】
　収容袋２０は、積層体１５を収容している。積層体１５は、複数の吸収性物品１０が厚
さ方向Ｔで積層された集合体である。積層体１５は、第１積層方向Ｓ１と、第１積層方向
Ｓ１に対して反対の第２積層方向Ｓ２と、に延びる積層方向Ｓを有する。積層方向Ｓは、
吸収性物品１０の厚さ方向Ｔに沿っている。積層体１５は、積層方向Ｓにおいて順に並ん
で配置され第１吸収性物品１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂ、及び第３吸収性物品１０Ｃを
少なくとも有する。積層体１５は、第１吸収性物品１０Ａから第３吸収性物品１０Ｃ以外
にも複数の吸収性物品１０を含んでもよい。
【００５５】
　積層体１５は、収容袋２０内において一列で配置されていてもよいし、二列以上で配置
されていてもよい。積層体１５は、後述する変形例４のように、三列以上で配置されてい
てもよい。本実施の形態の収容袋２０内には、第１積層体１５Ａと第２積層体１５Ｂが収
容されている。第１積層体１５Ａと第２積層体１５Ｂは、物品側部１２同士が向き合うよ
うに配置されてよい。
【００５６】
　より詳細には、積層体１５は、第１収容側面２２Ａ側に配置された第１積層体１５Ａと
、第２収容側面２２Ｂ側に配置された第２積層体１５Ｂと、を有する。第１積層体１５Ａ
及び第２積層体１５Ｂにおいて第１収容側面２２Ａに対向して配置された面は、いずれも
第１物品側部１２Ａを構成する。第１積層体１５Ａ及び第２積層体１５Ｂにおいて第２収
容側面２２Ｂに対向して配置された面は、いずれも第２物品側部１２Ｂを構成する。第１
積層体１５Ａ及び第２積層体１５Ｂにおいて第１収容表面２１Ａに対向して配置された面
は、いずれも第１物品表面１１Ａを構成する。
【００５７】
　図２に示すように、収容袋２０は、収容体１００が陳列された状態で上面に位置する収
容上面２５と、収容体１００が陳列された状態で底面に位置する収容底面２６と、を有し
てよい。本実施の形態の収容袋２０は、第１収容表面２１Ａが収容底面２６を構成し、第
２収容表面２１Ｂが収容上面２５を構成している。しかし、他の形態において、第２収容
表面２１Ｂが収容底面２６を構成してもよいし、第１収容側面２２Ａから第４収容側面２
２Ｄのいずれかが収容底面２６を構成してもよい。
【００５８】
　また、収容袋２０は、収容体１００が陳列された状態で正面に位置する収容正面２７と
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、収容体１００が陳列された状態で背面に位置する収容背面２８と、を有してよい。本実
施の形態の収容袋２０は、第３収容側面２２Ｃが収容正面２７を構成し、第４収容側面２
２Ｄが収容背面２８を構成している。しかし、他の形態において、第１収容表面２１Ａ又
は第２収容表面２１Ｂが収容正面２７を構成してもよいし、第１収容側面２２Ａ、第２収
容側面２２Ｂ及び第４収容側面２２Ｄのいずれかが収容正面２７を構成してもよい。
【００５９】
　次いで、このように構成された収容体における吸収性物品の収容態様について説明する
。積層体１５は、積層方向Ｓに積層された第１吸収性物品１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂ
及び第３吸収性物品１０Ｃを有する。本実施の形態においては、第１吸収性物品１０Ａ、
第２吸収性物品１０Ｂ及び第３吸収性物品１０Ｃは、第２積層方向Ｓ２に沿って、すなわ
ち第１収容表面２１Ａ側から第２収容表面２１Ｂ側に向かって順々に並んでいる。なお、
他の形態においては、第１吸収性物品１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂ及び第３吸収性物品
１０Ｃは、第１積層方向Ｓ１側に沿って、すなわち第２収容表面２１Ｂ側から第１収容表
面２１Ａ側に向かって順々に並んでもよい。また、第１吸収性物品１０Ａ、第２吸収性物
品１０Ｂ及び第３吸収性物品１０Ｃは、一つの積層体内に並んで配置された任意の３つの
吸収性物品であってよい。本発明は、少なくとも任意の３つの吸収性物品が以下の態様で
収容されていればよく、他の吸収性物品が以下の態様以外で収容されていてもよいし、全
ての吸収性物品が以下の態様で収容されていてもよい。
【００６０】
　図３に示すように、収容体１００は、第１吸収性物品１０Ａの第１物品表面１１Ａと第
１収容側面２２Ａとがなす角度を第１角度θ１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂの第１物品表
面１１Ａと第１収容側面２２Ａとがなす角度を第２角度θ１０Ｂ、及び第３吸収性物品１
０Ｃの第１物品表面１１Ａと第１収容側面２２Ａとがなす角度を第３角度θ１０Ｃとする
と、第１角度θ１０Ａ、第２角度θ１０Ｂ、及び第３角度θ１０Ｃは、垂直でなく、９０
度以外の角度である。
【００６１】
　複数の隣接する吸収性物品において物品表面と収容側面とがなす角度がいずれも垂直で
ないため、使用者は、第１収容側面２２Ａから各吸収性物品１０を視認した際に物品側部
１２のみならず物品表面１１を視認できる。使用者は、物品側部と物品表面の複数の面を
視認でき、物品側部のみを視認する構成と比較して、個別の吸収性物品を把握し易い。使
用者は、吸収性物品の境界を把握し易くなり、個々の吸収性物品を把握し、取り出し易く
なる。
【００６２】
　また、第１角度θ１０Ａ、第２角度θ１０Ｂ及び第３角度θ１０Ｃは、一定であっても
よいし、異なっていてもよい。例えば、第１角度θ１０Ａは、第２角度θ１０Ｂよりも大
きく、かつ第２角度θ１０Ｂは、第３角度θ１０Ｃよりも大きくてもよい。また、後述す
る変形例１のように、第１角度θ１０Ａは、第２角度θ１０Ｂよりも大きく、第２角度θ
１０Ｂは、第３角度θ１０Ｃよりも大きいことが好ましい。第１角度θ１０Ａ、第２角度
θ１０Ｂ及び第３角度θ１０Ｃは、９０度以外であればよく、その大小関係は限定されな
い。
【００６３】
　また、図３に示すように、第１吸収性物品１０Ａにおいて第１物品側部１２Ａから第２
物品側部１２Ｂに向かう方向Ｄ１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂにおいて第１物品側部１２
Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向Ｄ１０Ｂ、及び第３吸収性物品１０Ｃにおいて第
１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向Ｄ１０Ｃは、いずれも第１積層方
向と第２積層方向の一方である同一方向に延びている。換言すると、方向Ｄ１０Ａ、方向
Ｄ１０Ｂ及び方向Ｄ１０Ｃは、第１積層方向Ｓ１と第２積層方向Ｓ２のいずれかの同一方
向に延びていればよく、いずれも第１積層方向Ｓ１に延びていてもよいし、いずれも第２
積層方向Ｓ２に延びていてもよい。また、方向Ｄ１０Ａ、方向Ｄ１０Ｂ及び方向Ｄ１０Ｃ
は、積層方向Ｓに対して４５度以上であってもよく、積層方向Ｓに対する角度が垂直以外
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であればよい。また、第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向は、物品
表面に沿う方向と一致してもよい。
【００６４】
　第１吸収性物品１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂ、及び第３吸収性物品１０Ｃは、積層方
向Ｓに沿った同一方向に傾斜しており、第１収容側面２２Ａから各吸収性物品を視認した
際に、各吸収性物品の物品側部１２及び物品表面１１が交互に配置される。使用者は、物
品側部１２と物品表面１１の複数の面を視認でき、物品側部１２のみを視認する構成と比
較して、個別の吸収性物品１０を把握し易い。使用者は、吸収性物品１０の境界を把握し
易くなり、個々の吸収性物品を把握し、取り出し易くなる。
【００６５】
　第１角度θ１０Ａ、第２角度θ１０Ｂ及び第３角度θ１０Ｃは、第３収容側面側から視
認した状態における角度であってよい。また、方向Ｄ１０Ａ、方向Ｄ１０Ｂ及び方向Ｄ１
０Ｃは、第３収容側面側から視認した状態における角度であってよい。第１角度θ１０Ａ
、第２角度θ１０Ｂ及び第３角度θ１０Ｃの測定及び方向Ｄ１０Ａ、方向Ｄ１０Ｂ及び方
向Ｄ１０Ｃの測定は、収容体の陳列状態で測定できる。陳列状態とは、流通時における箱
等のケースを開封し、収容体の収容接合部等、比較的剛性が高い把持可能な部分を把持し
て収容体を取り出し、文字等から把握できる収容体の上面が上側になるように平らな台に
置いて放置した状態とする。当該陳列状態で収容体の第３収容側面側から吸収性物品を視
認できる場合には、第３収容側面側から分度器をあてて測定する。また、分度器をあてる
ことによって角度が崩れる場合には、第３収容側面側から写真を撮影し、その角度を測定
する。また、当該陳列状態で収容体の第３収容側面側から吸収性物品を視認できない場合
には、赤外線カメラ等で透過写真を撮影し、その角度を測定できる。または、収容表面と
第３収容側面を切断し、第３収容側面から写真を撮影し、その角度及び方向を測定できる
。
【００６６】
　本実施の形態は、第１収容側面２２Ａは、陳列された状態において収容体の側面に位置
する。よって、使用者は、収容体の側面側から視認した際に、物品側部１２と物品表面１
１の複数の面を視認でき、個別の吸収性物品を把握し易い。また、他の形態において、第
１収容側面２２Ａが収容上面２５を構成する形態にあっては、使用者は、収容体１００の
上側から視認した際に、物品側部１２と物品表面１１の複数の面を視認でき、個別の吸収
性物品を把握し易い。また、第１収容側面２２Ａが収容正面２７を構成する形態にあって
は、使用者は、収容体１００の正面側から視認した際に、物品側部１２と物品表面１１の
複数の面を視認でき、個別の吸収性物品を把握し易い。
【００６７】
　また、第１収容側面２２Ａに設けられた窓部２３が設けられていることが好ましい。使
用者は、第１収容側面２２Ａに設けられた窓部２３を介して吸収性物品の物品側部１２及
び物品表面１１の両方を視認することができる。使用者は、吸収性物品１０の境界を把握
し、収容体の外側から吸収性物品の収容状況を容易に把握できる。
【００６８】
　使用者が吸収性物品１０を収容袋２０から取り出す際は、開口形成部２４に基づく開口
を介して吸収性物品１０を取り出すことができる。開口形成部２４は、一対の収容表面２
１の少なくともいずれか一方の収容表面２１に設けられてよい。使用者は、収容表面２１
に開口を形成し、物品表面１１側から吸収性物品を掴んで取り出すことができる。このと
き、吸収性物品１０が傾斜して収容されており、収容表面２１と物品表面１１が平行でな
い。よって、第１物品側部１２Ａ又は第２物品側部１２Ｂが収容表面２１側に向くように
傾斜して配置され、使用者は、物品側部を容易に掴んで、取り出すことができる。
【００６９】
　また、第１収容表面２１Ａは、収容底面２６を構成してよい。これにより、収容底面２
６には、物品表面１１が対向して配置されている。吸収性物品は、収容袋２０内で厚さ方
向Ｔに積層されており、物品表面１１同士が当接している。例えば、収容底面２６に物品
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側部１２が対向して配置されていると、物品表面１１にせん断方向の力がかかり、吸収性
物品どうしの位置がずれるおそれがある。しかし、収容底面２６に物品表面が対向して配
置されているため、陳列状態において物品表面１１にせん断方向の力がかかり難く、収容
袋内での吸収性物品の位置がずれ難くなる。収容側面に対する吸収性物品の角度を維持し
、使用者が吸収性物品を個別に取り出し易い状態を維持し易い。
【００７０】
　包装シート５のベース層６は、不織布によって構成されてよい。不織布からなる包装シ
ート５は、フィルムからなる包装シート５と比較して表面の摩擦係数が高い。よって、包
装シート５の同士の位置がずれ難く、収容袋内での吸収性物品の位置がずれ難くなる。収
容側面２２に対する吸収性物品１０の角度を維持し、使用者が吸収性物品１０を個別に取
り出し易い状態を維持し易い。
【００７１】
　また、包装シート５は、ベース層６の吸収性物品側の面のみに設けられた印刷層７を有
してよい。印刷層７が形成された面は、インクによって滑り易く、摩擦係数が低くなり易
い。しかし、印刷層７が吸収性物品１０に対向する面のみに設けられているため、包装シ
ート５の外側に位置する面の摩擦係数の低下を抑制できる。よって、包装シート５の同士
の位置がずれ難く、収容袋２０内での吸収性物品１０の位置がずれ難くなる。収容側面２
２に対する吸収性物品１０の角度を維持し、使用者が吸収性物品１０を個別に取り出し易
い状態を維持し易い。
【００７２】
　第１吸収性物品１０Ａの延出部９、第２吸収性物品１０Ｂの延出部９、及び第３吸収性
物品１０Ｃの延出部９は、いずれも第１積層方向Ｓ１と第２積層方向Ｓ２のうち一方の同
じ方向に延びてよい。延出部９は、物品本体１よりも延出した部分であり、物品本体１よ
りも厚みが薄い。よって、各吸収性物品１０の延出部９間に隙間が形成され易く、使用者
が物品側部１２を掴み易くなる。また、複数の延出部９が同じ方向に延びているため、延
出部９が積層方向Ｓにおいてずれた状態で順々に配置される。使用者は、物品側部１２に
配置された延出部９によって個々の吸収性物品１０を掴み易くなる。なお、延出部９が延
びる方向と、第１吸収性物品において第１物品側部から第２物品側部に向かう方向と、は
同じであってもよいし、異なっていてもよい。延出部９が延びる方向が第１積層方向に延
びており、第１吸収性物品において第１物品側部から第２物品側部に向かう方向が第２積
層方向に延びていてもよい。または、延出部９が延びる方向が第１積層方向に延びており
、第１吸収性物品において第１物品側部から第２物品側部に向かう方向が第１積層方向に
延びていてもよい。
【００７３】
　また、積層体１５は、第１収容側面２２Ａ側に配置された第１積層体１５Ａと、第２収
容側面２２Ｂ側に配置された第２積層体１５Ｂと、を有し、第１積層体１５Ａの第２物品
側部１２Ｂと第２積層体１５Ｂの第１物品側部１２Ａは、当接してよい。第１積層体１５
Ａの第２物品側部１２Ｂと第２積層体１５Ｂの第１物品側部１２Ａが当接しているため、
物品側部どうしの接触によって第１積層体１５Ａの吸収性物品１０と第２積層体１５Ｂの
吸収性物品１０の位置ずれが抑制される。よって、収容袋２０内で吸収性物品１０の位置
がずれ難くなり、第１収容側面２２Ａに対する吸収性物品１０の角度を維持し、使用者が
吸収性物品１０を個別に取り出し易い状態を維持し易い。
【００７４】
　なお、第１吸収性物品１０Ａにおいて第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向
かう方向Ｄ１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂにおいて第１物品側部１２Ａから第２物品側部
１２Ｂに向かう方向Ｄ１０Ｂ、及び第３吸収性物品１０Ｃにおいて第１物品側部１２Ａか
ら第２物品側部１２Ｂに向かう方向Ｄ１０Ｃは、同じ積層体内における３つの吸収性物品
が同一方向に延びていればよく、他の積層体内の吸収性物品が異なる方向に延びてもよい
。本実施の形態の第１積層体１５Ａでは、方向Ｄ１０Ａ、方向Ｄ１０Ｂ及び方向Ｄ１０Ｃ
は、いずれも第１積層方向に沿って延びており、第２積層体１５Ｂでは、方向Ｄ１０Ａ、
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方向Ｄ１０Ｂ及び方向Ｄ１０Ｃは、第２積層方向Ｓ２に沿って延びている。
【００７５】
　第１積層体１５Ａにおいて第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向は
、第１積層方向Ｓ１に延びており、第２積層体１５Ｂにおいて第１物品側部１２Ａから第
２物品側部１２Ｂに向かう方向は、第２積層方向Ｓ２に延びてよい。第１積層体１５Ａと
第２積層体１５Ｂは、積層方向Ｓにおいて反対側に傾斜している。よって、第１積層体１
５Ａと第２積層体１５Ｂが別の積層体として認識され易くなる。使用者は、個々の吸収性
物品１０を把握し易く、吸収性物品を個別に取り出し易くなる。
【００７６】
　第１積層方向Ｓ１側に位置する第１収容表面２１Ａは、収容底面２６を構成してよい。
第１積層体１５Ａの吸収性物品１０と第２積層体１５Ｂの吸収性物品１０は、互いが向き
合う方向に向かって第１積層方向Ｓ１に延びている。第１積層体１５Ａの吸収性物品１０
が自重によってずれる方向に第２積層体１５Ｂの吸収性物品１０が配置されている。よっ
て、第１積層体１５Ａの吸収性物品１０と第２積層体１５Ｂの吸収性物品１０が協働して
位置ずれを抑制でき、第１収容側面２２Ａに対する吸収性物品１０の角度を維持し、使用
者が吸収性物品１０を個別に取り出し易い状態を維持し易い。
【００７７】
　第１積層体１５Ａにおける延出部９は、物品本体１よりも第２収容側面２２Ｂ側に延出
し、かつ、第２積層体１５Ｂにおける延出部９は、第１収容側面２２Ａ側に延出してよい
。延出部９は、物品本体１が配置された領域よりも剛性が低く、柔軟に変形できる。第１
積層体１５Ａの延出部９と第２積層体１５Ｂの延出部９は、互いに向き合って配置され、
互いに噛み合う。包装シートの延出部同士の噛み合いによって、第１積層体１５Ａの吸収
性物品と第２積層体１５Ｂの吸収性物品が協働して位置ずれを抑制できる。収容側面に対
する吸収性物品の角度を維持し、使用者が吸収性物品を個別に取り出し易い状態を維持し
易い。
【００７８】
　収容接合部２９は、第１収容側面２２Ａから第２収容側面２２Ｂに向かって延びていて
よい。収容接合部２９は、収容シート同士が接合された部分であり、収容袋２０において
剛性が高い領域である。収容接合部２９が第１収容側面２２Ａから第２収容側面２２Ｂに
向かって延びているため、第１収容側面２２Ａと第２収容側面２２Ｂの距離を維持し易い
。第１積層体１５Ａの吸収性物品と第２積層体１５Ｂの吸収性物品の横方向Ｃにおける位
置ずれを抑制し、第１積層体１５Ａの吸収性物品と第１収容側面２２Ａとがなす角度及び
第２積層体１５Ｂの吸収性物品と第２収容側面２２Ｂとがなす角度を維持し易くなる。
【００７９】
　このように吸収性物品の角度を傾斜させる手段としては、例えば、以下の方法を用いる
ことができる。積層体が一列の場合には、吸収性物品を厚み方向に積層した積層体を積層
方向に押圧し、収容袋内に収容する。このとき、第１収容側面側を第２収容側面側よりも
強い力で押圧したり、第１物品側部と第１収容側面との摩擦係数を高めたり、第１物品側
部に当接する搬送経路に突起などの搬送速度を遅延させる構成を設けたりすることにより
、第１物品側部と第２物品側部の搬送方向の位置をずらすことができる。また、収容袋に
積層体を収容する際に、積層体を押圧する器具の幅（第１物品側面と第２物品側面を繋ぐ
方向の長さ）を、第１物品側面と第２物品側面の長さよりも短くしてもよい。積層体の部
分によって積層体に係る押圧力が偏り、吸収性物品が傾いた状態で収容される。また、積
層体が二列以上の場合には、複数の積層体が並んだ状態で押圧し、複数の積層体を同時に
収容袋内に収容する。このとき、収容袋に対向する物品側部を収容袋に対向しない（積層
体同士が対向得る）物品側部よりも強い力で押圧したり、収容袋と物品側部の摩擦係数を
高めたり、収容袋に対向する物品側部に当接する搬送経路に突起などの搬送速度を遅延さ
せる構成を設けたりすることにより、第１物品側部と第２物品側部の搬送方向の位置をず
らすことができる。
【００８０】



(16) JP 2019-112103 A 2019.7.11

10

20

30

40

50

　または、吸収性物品の厚みの違いによって吸収性物品の角度を傾斜させることができる
。具体的には、吸収性物品の厚みは、物品本体が配置された領域の厚みと、包装シートの
みが配置された領域の厚みが異なる。第１物品側部側と第２物品側部側で包装シートのみ
が配置された領域の面積を異ならせることにより、吸収性物品を傾斜して配置できる。ま
た、吸収性物品の包装状態では、吸収性物品が複数折られており、その層数が異なる。第
１物品側部側と第２物品側部側で折り畳まれた状態の物品本体の層数を異ならせることに
より、吸収性物品を傾斜して配置できる。特に、物品本体の厚みは、吸収体が配置された
領域において最も厚くなる。図４に示すように、折り目ＦＬ１及びＦＬ２を基点に折り畳
んだ状態で、吸収体が２層重なる領域と、吸収体が３層重なる領域と、が設けられる。こ
の吸収体の層数の違いによって吸収性物品を傾斜して配置できる。
【００８１】
　吸収性物品を傾斜して配置する手段は、搬送過程による手段であってもよいし、吸収性
物品自体の厚みであってもよいし、これらの組み合わせであってもよい。
【００８２】
　次いで、変形例に係る吸収性物品について説明する。なお、以下の説明において、上述
の実施形態と同様の構成については、同符号を用いて説明を省略する。図７は、変形例１
に係る収容体１００Ａを模式的に示した斜視図である。図８は、変形例１に係る収容体を
模式的に示した正面図である。変形例１に係る収容体１００Ａは、より好ましい実施形態
であり、第１角度θ１０Ａは、第２角度θ１０Ｂよりも大きく、第２角度θ１０Ｂは、第
３角度θ１０Ｃよりも大きい。第１角度θ１０Ａと第２角度θ１０Ｂの差は、第２角度θ
１０Ｂと第３角度θ１０Ｃの差と同じであってもよいし、異なっていてもよい。第１積層
体１５Ａにおいて、第１吸収性物品１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂ及び第３吸収性物品１
０Ｃは、互いに隣接し、かつ第２積層方向Ｓ２に沿って、すなわち第１収容表面２１Ａ側
から第２収容表面２１Ｂ側に向かって並んでいる。第２積層体１５Ｂにおいて、第１吸収
性物品１０Ａ、第２吸収性物品１０Ｂ及び第３吸収性物品１０Ｃは、互いに隣接し、かつ
第１積層方向Ｓ１に沿って、すなわち第２収容表面２１Ｂ側から第１収容表面２１Ａ側に
向かって並んでいる。
【００８３】
　変形例１に係る収容体１００Ａは、第１収容側面２２Ａに対する角度が徐々に変化して
おり、第１収容側面２２Ａに対向して配置される吸収性物品全体の面積や物品表面と物品
側部との比率は、複数並んで配置された吸収性物品毎に異なる。吸収性物品毎に収容側面
に対する角度が異なるため、使用者が吸収性物品の境界を把握し易くなり、個々の吸収性
物品を把握し、取り出し易くなる。
【００８４】
　具体的には、変形例１の第１積層体１５Ａのように、第１角度θ１０Ａ、第２角度θ１
０Ｂ、及び第３角度θ１０Ｃが９０度未満の場合、第１吸収性物品１０Ａの第１物品側部
１２Ａは、第２吸収性物品１０Ｂの第１物品側部１２Ａよりも、第１収容側面２２Ａに対
して平行である。よって、第１吸収性物品１０Ａの第１物品側部１２Ａが第１収容側面２
２Ａに対向する面積は、第２吸収性物品１０Ｂの第１物品側部１２Ａが第１収容側面２２
Ａに対向する面積よりも大きい。また、第１吸収性物品１０Ａの第１物品表面１１Ａが第
１収容側面２２Ａに対向する面積は、第２吸収性物品１０Ｂの第１物品表面１１Ａが第１
収容側面２２Ａに対向する面積よりも小さくなる。
【００８５】
　また、変形例１の第２積層体１５Ｂのように、第１角度θ１０Ａ、第２角度θ１０Ｂ、
及び第３角度θ１０Ｃが９０度よりも大きい場合、第２吸収性物品１０Ｂの第１物品側部
１２Ａは、第１吸収性物品１０Ａの第１物品側部１２Ａよりも、第１収容側面２２Ａに対
して平行である。よって、第２吸収性物品１０Ｂの第１物品側部１２Ａが第１収容側面２
２Ａに対向する面積は、第１吸収性物品１０Ａの第１物品側部１２Ａが第１収容側面２２
Ａに対向する面積よりも大きい。また、第２吸収性物品１０Ｂの第２物品表面１１Ｂが第
１収容側面２２Ａに対向する面積は、第１吸収性物品１０Ａの第２物品表面１１Ｂが第１
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収容側面２２Ａに対向する面積よりも小さくなる。
【００８６】
　積層体の第１収容側面２２Ａ側の積層方向の高さＨ１１は、積層体の第２収容側面２２
Ｂ側の積層方向の高さＨ１２と異なってよい。各積層体において高さが異なっていればよ
い。具体的には、第１積層体１５Ａの第１収容側面２２Ａ側の高さＨ１１は、第２積層体
１５Ｂの第２収容側面２２Ｂ側の高さＨ１２よりも高く、第２積層体１５Ｂの第１収容側
面２２Ａ側の高さＨ１３は、第２積層体１５Ｂの第２収容側面２２Ｂ側の高さＨ１４より
も高くてよい。このような構成によれば、積層体の第１収容側面２２Ａ側又は第２収容側
面２２Ｂ側が積層方向において突出している。使用者は、突出した側から個々の吸収性物
品を取り出し易くなる。
【００８７】
　また、変形例１に係る収容体１００Ａにおいて、延出部９は、第１収容側面２２Ａと対
向して配置され、第１吸収性物品１０Ａの延出部９、第２吸収性物品１０Ｂの延出部９及
び第３吸収性物品１０Ｃの延出部９は、同じ積層方向Ｓに延びてよい。吸収性物品毎に第
１収容側面２２Ａに対する角度が徐々に変化しており、延出部９が積層方向において同じ
方向に延びているため、該延出部９の第１収容側面２２Ａに対向する領域の長さが吸収性
物品毎に異なり易い。例えば、第１吸収性物品の延出部９が第２吸収性物品の延出部９よ
りも積層方向において延出した長さは、第２吸収性物品の延出部９が第３吸収性物品の延
出部９よりも積層方向において延出した長さよりも長くなる。使用者は、当該延出部９の
長さの違いによって個々の吸収性物品を把握し易くなる。
【００８８】
　次いで、図９に基づいて変形例２に係る収容体１００Ｂについて説明する。変形例に係
る収容体１００Ｂは、第１積層体１５Ａと第２積層体１５Ｂは、第１収容側面２２Ａに対
して同じ方向に傾斜している。より詳細には、第１積層体１５Ａにおいて第１物品側部１
２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向は、第１積層方向Ｓ１に延びており、第２積層
体１５Ｂにおいて第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向は、第１積層
方向Ｓ１に延びている。すなわち、第１積層体１５Ａと第２積層体１５Ｂは、積層方向Ｓ
において同じ方向に傾斜している。よって、第１積層体１５Ａと第２積層体１５Ｂは、い
ずれも第１収容物品側又は第２収容物品側に向かって同じ積層方向Ｓに延びる。使用者は
、第１収容物品側又は第２収容物品側から両方の積層体の吸収性物品を取り出し易くなる
。
【００８９】
　開口形成部２４は、第１収容側面２２Ａに設けられてもよい。使用者は、第１収容側面
２２Ａに形成された開口を介して、物品側部１２側から吸収性物品１０同士の間に指を入
れて、吸収性物品１０を掴んで取り出すことができる。このとき、第１物品側部１２Ａと
物品表面１１の両方が第１収容側面２２Ａに対向して配置されており、隣接する吸収性物
品１０の第１物品側部１２Ａ間に隙間が形成される。よって、使用者は、吸収性物品１０
の境界に指を入れやすくなり、吸収性物品１０を取り出し易い。
【００９０】
　次いで、図１０に基づいて変形例３に係る収容体１００Ｃについて説明する。変形例に
係る収容体１００Ｃは、第１積層体１５Ａと、第２積層体１５Ｂと、を有する。第２積層
体１５Ｂは、第１積層体１５Ａの第２収容側面２２Ｂ側ではなく、第１積層体１５Ａの第
４収容側面２２Ｄ側に配置されている。第１積層体１５Ａの第４物品側部１２Ｄと、第２
積層体１５Ｂの第３物品側部１２Ｃが対向して配置されている。変形例３に係る収容体１
００Ｃによれば、第１収容側面２２Ａの及び第２収容側面２２Ｂに対して、第１積層体１
５Ａと第２積層体１５Ｂの両方が隣接している。よって、第１収容側面２２Ａ及び第２収
容側面２２Ｂから第１積層体１５Ａの吸収性物品１０と第２積層体１５Ｂの吸収性物品１
０のそれぞれを掴み易くなる。
【００９１】
　次いで、図１１に基づいて変形例４に係る収容体１００Ｄについて説明する。変形例に
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係る収容体１００Ｄは、第１積層体１５Ａと、第２積層体１５Ｂと、第３積層体１５Ｃと
、を有する。第２積層体１５Ｂは、第１積層体１５Ａの第２収容側面２２Ｂ側に配置され
、第３積層体１５Ｃは、第２積層体１５Ｂの第２収容側面２２Ｂ側に配置されている。第
１積層体１５Ａの第２物品側部１２Ｂと第２積層体１５Ｂの第１物品側部１２Ａが対向し
て配置されており、第２積層体１５Ｂの第２物品側部１２Ｂと第３積層体１５Ｃの第１物
品側部１２Ａが対向して配置されている。
【００９２】
　第１積層体１５Ａの第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向Ｄ１５Ａ
は、第１積層方向Ｓ１に延びており、第２積層体１５Ｂの第１物品側部１２Ａから第２物
品側部１２Ｂに向かう方向Ｄ１５Ｂは、積層方向Ｓに対して垂直であり、第３積層体１５
Ｃの第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向Ｄ１５Ｃは、第２積層方向
Ｓ２に延びてよい。変形例４に係る収容体によれば、第１積層体１５Ａ、第２積層体１５
Ｂ及び第３積層体１５Ｃの傾斜角度がそれぞれ異なるため、使用者は、個々の積層体を認
識し易くなり、吸収性物品を取り出し易くなる。
【００９３】
　本実施の形態に係る収容体は、複数の積層体のうち少なくともいずれかの積層体におい
て第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向が積層方向Ｓに延びていれば
よい。変形例４に係る収容体１００Ｄのように、第１物品側部１２Ａから第２物品側部１
２Ｂに向かう方向が積層方向に対して垂直である積層体（第２積層体１５Ｂ）を一部有し
てもよい。
【００９４】
　次いで、図１２に基づいて変形例５に係る収容体１００Ｅについて説明する。図１２（
ａ）は、変形例に係る収容体１００Ｅを模式的に示した斜視図であり、図１２（ｂ）は、
変形例に係る収容体１００Ｅを模式的に示した第１収容側面側の側面図である。変形例５
に係る収容体１００Ｅは、変形例１に係る収容体１００Ａの変形例であり、第３収容物品
から第４収容物品に向かう方向が積層方向に傾斜している。
【００９５】
　具体的には、第１吸収性物品１０Ａにおいて第３物品側部１２Ｃから第４物品側部１２
Ｄに向かう方向Ｄ１１Ａ、第２吸収性物品１０Ｂにおいて第３物品側部１２Ｃから第４物
品側部１２Ｄに向かう方向Ｄ１１Ｂ、及び第３吸収性物品１０Ｃにおいて第１物品側部１
２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向Ｄ１１Ｃは、いずれも第１積層方向Ｓ１と第２
積層方向Ｓ２のうち一方である第２積層方向に延びている。
【００９６】
　このように、吸収性物品は、第１物品側部１２Ａから第２物品側部１２Ｂに向かう方向
が傾斜し、かつ第３物品側部１２Ｃから第４物品側部１３Ｄに向かう方向が傾斜している
ため、４つの収容側面２２のいずれに対しても吸収性物品が傾斜している。使用者は、４
つの収容側面２２のいずれからでも、物品側部１２と物品表面１１の両方を視認でき、個
々の吸収性物品１０を容易に取り出すことができる。
【００９７】
　また、第１積層体１５Ａにおいて第３物品側部１２Ｃから第４物品側部１２Ｄに向かう
方向が第１積層方向に傾斜し、第２積層体１５Ｂにおいて第３物品側部１２Ｃから第４物
品側部１２Ｄに向かう方向が第２積層方向に傾斜していてもよい。
【００９８】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。したがって、本明細書の記載は、
例示説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではな
い。
【００９９】
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　すなわち、本発明は、上述した実施形態等に限定されるものではなく、これらの組み合
わせも含むものである。例えば、上述した実施形態及び変形例においても、第３物品側部
１２Ｃから第４物品側部１２Ｄに向かう方向が収容表面に対して平行でなく、傾斜してい
てもよい。上述した実施形態及び変形例においても、第１角度、第２角度、及び第３角度
が段階的に大きく又は小さくなるように構成されていてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　上記態様によれば、厚さ方向に積層された複数の吸収性物品を収容した収容体において
、使用者が吸収性物品を個別に取り出し易い吸収性物品の収容体を提供できる。
【符号の説明】
【０１０１】
１００、１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ、１００Ｄ、１００Ｅ　　：吸収性物品の収容体
１　　　　：物品本体
５　　　　：包装シート
６　　　　：ベース層
７　　　　：印刷層
９　　　　：延出部
１０　　　：吸収性物品
１０Ａ　　：第１吸収性物品
１０Ｂ　　：第２吸収性物品
１０Ｃ　　：第３吸収性物品
１１Ａ　　：第１物品表面（物品表面）
１１Ｂ　　：第２物品表面（物品表面）
１２Ａ　　：第１物品側部（物品側部）
１２Ｂ　　：第２物品側部（物品側部）
１２Ｃ　　：第３物品側部（物品側部）
１２Ｄ　　：第４物品側部（物品側部）
１５　　　：積層体
１５Ａ　　：第１積層体
１５Ｂ　　：第２積層体
２０　　　：収容袋
２１Ａ　　：第１収容表面（収容表面）
２１Ｂ　　：第２収容表面
２２Ａ　　：第１収容側面（収容側面）
２２Ｂ　　：第２収容側面（収容側面）
２２Ｃ　　：第３収容側面（収容側面）
２２Ｄ　　：第４収容側面（収容側面）
２３　　　：窓部
２４　　　：開口形成部
２６　　　：収容底面
２９　　　：収容接合部
１００　　：収容体
Ｃ　　　　：横方向
Ｄ　　　　：奥行方向
Ｓ　　　　：積層方向
Ｓ１　　　：第１積層方向
Ｓ２　　　：第２積層方向
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